
試験研究成果普及情報 

［目的及び背景］ 

当場は県内の牛群改良の資となすべく，県有種雄牛を繋養し，その凍結精液を県内各地に配布している。県内のみの流通のた
め，種雄牛の能力評価は，独自の評価を行う必要性がある。今回，ホワイトバーチ インスピレーシヨン ロキシー号（ＲＩ）,
マイケル エレベーシヨン グレース ET(Ｍ)の能力評価をするため， 県内牛群検定農家で飼養されている初産分娩娘牛につい
て乳量検定，体型調査を実施した。 

［普及に移す成果内容］ 

泌乳能力成績の算出は，本県における乳用牛群検定普及定着化事業成績のうち，同期初産牛群の検定成績を分娩季節補正処理
し，サイアモデルＢＬＵＰ法により実施した。体型調査は，現地にて線型審査により実施した。 

1.娘牛の泌乳成績（平成9～１0年）  

〔ＲＩ〕乳脂率、ＳＮＦ率の改良が期待できる。〔Ｍ〕乳量、乳脂量の改良が期待できる。 

２．娘牛の体型的特徴 

〔ＲＩ〕 大きさは中型で，前駆，中躯は中等度。尻は座骨が低く、幅は広い。蹄の角度は小さい。 

乳房のけん垂は強く、乳房の深さは高い。 

〔Ｍ〕 大きさは大型で，前駆，中躯は中等度。尻は座骨が高く、幅は広い。後肢側望，蹄の角度は良好。 

乳房のけん垂は弱く、乳頭の配置は内付が見られる。 

  

［留意事項］ 

 後代検定の進歩により特定種雄牛とその息牛，孫息牛による近親交配が問題になることが多くなっているため，近交係数を
できるだけ５％以内にとどめる。 

部門 酪農・肉牛 対象 普 及 

課題名：県有種雄牛の野外後代検定成績（ＲＩ・Ｍ） 

［要約］ 

・ＲＩ号は乳脂率、ＳＮＦ率の改良が期待できる。大きさは中型で，前駆，中躯は中等度。尻は座骨が低く、幅は
広い。蹄の角度は小さい。乳房のけん垂は強く、乳房の深さは高い。 

・Ｍ号は乳量、乳脂量の改良が期待できる。大きさは大型で，前駆，中躯は中等度。尻は座骨が高く、幅は広い。
後肢側望，蹄の角度は良好。乳房のけん垂は弱く、乳頭の配置は内付が見られる。  

キーワード（専門区分）育種（研究対象）家畜類－乳用牛 

（フリーキーワード）県有種雄牛 後代検定 ＲＩ Ｍ 

実施機関名 （主査） 嶺岡乳牛試験場 乳牛研究室 

（協力機関） 県酪連，農業共済連，牛群検定組合，安房農協 

（実施期間） １９９４年度～１９９９年度 



［普及対象地域］ 

県下全域、県内酪農家 

［成果の概要］ 

1. 娘牛の泌乳成績（平成9～10年） 

２．娘牛の体型的特徴 

[RI]娘牛の体型的特徴 

[M]娘牛の体型的特徴 

  

［発表及び関連文献］ 

 千葉県嶺岡乳牛試験場年報 


